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被
災
し
た
住
宅
修
繕
の
利
子
を
補
助

　
台
風
15
・
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
を
修
繕
す
る
費
用
を
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
る
場
合
、
借
入
金
に
係
る
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
▼
対
象
者　
①
被
災
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
人
ま
た
は
そ
の
親
族
で
、
災
害

発
生
時
に
被
災
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
人
（
り
災
証
明
書
が
必
要
で
す
）　
②

令
和
元
年
９
月
９
日
以
後
に
金
融
機
関
と
契
約
を
結
び
、
２
年
３
月
31
日
㈫
ま

で
に
当
該
資
金
を
借
り
入
れ
た
人　
▼
対
象
と
な
る
借
入
金
額　
10
万
円
以
上

５
０
０
万
円
以
下　
▼
利
子
補
給
期
間　
５
年
間　
▼
補
助
率　
年
２
％
（
借

入
金
の
利
子
の
利
率
が
年
２
％
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
支
払
っ
た
利
子
の
額
）　

　
※
必
要
書
類
や
、
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
電
話
で
建
築
指
導
課
へ
。

被
災
住
宅
修
繕
緊
急
支
援
事
業
補
助
金
の
申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す

　
団
体
の
過
半
数
が
市
内
在
住
か
在
学
・
在
勤
で
、
指
導
者
や
責
任
者
が
明
確

な
、
常
に
10
人
以
上
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
対
象
に
、
小
・
中
学
校

の
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す
。
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
だ
け
で
活
動
す
る
場
合

は
、
指
導
者
や
責
任
者
の
中
に
成
人
が
必
ず
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
▼
利
用
期
間　
２
年
４
月
１
日
㈬
〜
３
年
３
月
31
日
㈬　
▼
開
放
場
所
／
時

間　
①
小
学
校
体
育
館
／
月
曜
〜
金
曜
日
午
後
６
時
〜
９
時
、
土
曜・日
曜
日
、

祝
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時　
②
小
学
校
運
動
場
／
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午

前
８
時
〜
午
後
５
時
（
10
月
〜
３
月
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）　
③
中
学
校

体
育
館
・
柔
剣
道
場
／
午
後
７
時
〜
９
時　
▼
申
し
込
み　
１
月
20
日
㈪
〜
31

日
㈮
の
平
日
に
申
請
書
を
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
持
参
。
申
請
書
は
１
月
10
日

㈮
か
ら
同
課
、
公
民
館
窓
口
（
大
和
田
公
民
館
を
除
く
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
で
き
ま
す
。
元
年
度
に
登
録
し
た
団
体
も
申
請
が
必
要
で
す　
▼
調
整

会
議　
申
請
し
た
団
体
は
後
日
、
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
の
で
必
ず
参
加
し

て
く
だ
さ
い　
▼
問
い
合
わ
せ　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
４
８
１
）０
３
０
５

生
活
支
援
の
担
い
手
養
成
講
座
の
開
催

　
高
齢
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
を
続
け
る
た
め

に
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
身
の
回
り
に
あ
る
資
源
を
再
確
認
し
な
が

ら
、
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
講
師　
淑
徳
大
学　
山
下
興
一
郎
氏　
▼
日
時　
１
月
26
日
㈰
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　
▼
場
所　
総
合
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ　
先
着
１
０
０
人　
▼

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
協
議
会
（
４
８
３
）３
０
２
１

（
長
寿
支
援
課
）

消
防
を
か
た
る
不
審
訪
問
や
電
話
に
ご
注
意
を

　
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
業
者
や
消
防
関
係
者
と
名
乗
っ
て
、

言
葉
巧
み
に
署
名
さ
せ
て
高
額
な
料
金
を
請
求
し
た
り
、
電
話
で
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
無
償
配
布
す
る
と
偽
り
、
住
所
や
世
帯
状
況
な
ど

の
個
人
情
報
を
尋
ね
て
き
た
り
す
る
事
案
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
審
な
電

話
を
受
け
た
時
は
、
予
防
課
（
４
５
９
）７
８
０
３
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。　

（
予
防
課
）

自分たちの活動をＰＲして
団体を支援してもらえるチャンス
　支援金の額は、市民の皆さんが支援を希望す
る団体の中から応援したい団体を選び、届け出
をした件数と金額に応じて決まります。自分た
ちの活動を積極的にＰＲして、応援してくれる
人が増えれば、交付される支援金も増えます。
　ボランティア団体やＮＰＯ団体にとっては、
多くの人たちに自分たちの活動を知ってもらっ
て、支援してもらえるチャンスです。
Ｑ　どのような団体が対象ですか
　次の要件をすべて満たしている団体が、支援
の対象になります。
　①市内に事務所がある、②定款・規約等があ
る、③会員が５人以上、④宗教的活動・政治的

活動をしていない、⑤非営利活動を行っている
Ｑ　対象の事業はどのようなものがありますか
　来年度に行われる福祉、環境、文化、スポー
ツ、青少年育成その他の社会貢献に係る分野の
事業で、次の要件を満たしている事業が対象で
す。一年度につき申請できる事業は１件です。
　①市内で実施するもの、②市民活動団体の会
員だけを対象としているものではない、③支援
を受けようとする年度に、本市から別の補助金
などの交付を受けていない
Ｑ　どのような経費が対象ですか
　支援の対象になる経費は、講師などに払う謝
金、ポスター・チラシなどの印刷代、会場使用
料などの申請した事業を実施するために必要な
ものです。団体の維持や運営などに関する経費
は、対象外となります。

Ｑ　支援金の交付時期はいつですか
　支援金は、10～11月頃に交付が決定されてか
ら、概算で請求することができます。
　来年度から支援金の上限額が50万円から40
万円に変わります。40万円もしくは事業費総額
の２分の１以内のいずれか低い金額が、支援金
の上限になります。
　実際の交付額は、市民の皆さんからの選択届
け出の結果が出てから決定します。

１月25日㈯に説明会を行います
　来年度に支援を希望する団体を対象に説明会
を行います。申請書や団体向けのガイドブック
を配布し、制度の概要や申請方法などを説明し
ます。参加を希望する団体は、１月17日㈮まで
に電話、ファクス、電子メールで、団体名、参
加人数などをコミュニティ推進課へ連絡してく
ださい。申し込み多数のときは、人数の調整を
お願いする場合があります。
　▶日時　１月25日㈯午後２時～４時　▶場
所　市役所別館２階第１・２会議室　※説明会
に参加できない団体も、申請期間中に随時相談
を受け付けますので、事前にご連絡ください。

支援対象団体の申請受付は
１月27日㈪～２月14日㈮
【申請方法】　▶日時　１月27日㈪～２月14日㈮
の祝日を除く月曜～金曜日午前８時30分～午
後５時　▶必要書類　申請書、事業計画書、事
業収支予算書など。詳しくは、団体向けのガイ
ドブック、市Ｈ

ホームページ

Ｐをご覧ください　▶提出方法　
事前に電話で予約してから、コミュニティ推進
課に必要書類をお持ちください。郵便、ファク
ス、電子メールでの提出はできません

令和２年度　市民活動団体支援金

支援を希望する団体を
　ボランティア活動などへの関心を高め、豊かで活力あるまちづくりを促進
することを目的に、非営利な市民活動を支援する市民活動団体支援金交付制
度です。対象は、地域のために活動するボランティア団体やＮＰＯ団体です。
　この制度を利用して、来年度に支援を希望する団体を募集します。
　※３月の定例議会で予算案が審議され、その可決をもって実施します。

ＳＴＥＰ 1

支援金交付申請
・団体は市に申請

ＳＴＥＰ 5
支援金の交付
・支援金を団体に
　交付

ＳＴＥＰ 3
市民が選択
・支援したい団体
　を選択して届出

ＳＴＥＰ 4
支援金交付決定
・届出結果を基に
　支援金額を決定

ＳＴＥＰ 2
団体の事業を公表
・広報などで事業
　内容を紹介

まずは申請が
必要よ

みんなに
活動を PRする
チャンスだよ

選択する人が
増えると支援金の
額も増えるのね

市民活動団体支援金制度の流れ


